
初
山
別
稲
荷
神
社
祭
（
７
月
１１
～
１３
日

初
山
別
稲
荷
神
社
祭
（
７
月
１１
～
１３
日
））

メ
ー
ル
登

メ
ー
ル
登
録録

☆
登
録
ご
希
望
の
方
は
、

お
名
前
を
添
え
て
送

信
願
い
ま
す
。



隠

７月のこ んなこ とあんなこ と

内
の
３
投
票
所
に
お
い
て
第
　
回
参
議
院
議

２４

員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
村

の
投
票
率
は
　
・
　
％
で
、前
回
よ
り
も
２
・
　
ポ

７９

０１

７４

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

　
本
選
挙
は
有
権
者
の
年
齢
が

　
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
初
の

１８選
挙
で
あ
り
、
初
め
て
投
票
所

を
訪
れ
た
若
者
は
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
投
票
し
て
い
ま
し
た
。

　
写
真
は
午
後
８
時
よ
り
行
わ

れ
た
開
票
の
様
子
で
す
。（
７
月
　
日
）

１０

村

か
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
宵
宮
祭

に
続
き
、
ま
さ
に
「
お
祭
り
日
和
」
と

な
っ
た
翌
日
の
本
祭
。初

山
別
小
学
校
児
童
に
よ

る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
皮

切
り
に
、
天
狗
・
神
輿
・

子
ど
も
神
輿
の
順
に
村

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
、
も

は
や
恒
例
と
な
っ
た
北

島
三
郎
の
「
ま
つ
り
」
を

歌
っ
た
り
、
暑
さ
の
あ

ま
り
ホ
ー
ス
で
水
を
浴

び
る
な
ど
の
場
面
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
で
あ
る
　
日
１３

は
、
獅
子
を
含
む
　
人
１０

あ
ま
り
が
町
内
を
練
り

歩
き
、
家
々
を
清
め
て

回
り
ま
し
た
。

　
真
っ
赤
な
日
焼
け
を

作
り
な
が
ら
炎
天
下
を

練
り
歩
い
た
方
々
、
ま

た
、
裏
で
祭
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
奥
様
方
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。（
７
月
　
～
　
日
）

１１

１３

厳

第
　
回
 
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

２４山
別
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
実
施
状
況
等
を
点
検
・
検

証
す
る
、
初
山
別
村
地
方
創

生
総
合
戦
略
検
証
会
議
が
開

催
さ
れ
、
同
会
議
委
員
出
席

の
も
と
総
合
戦
略
の
説
明
や

緊
急
支
援
交
付
金
の
効
果
検

証
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
実
施
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
具
体
的
な

検
証
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。（
７
月
　
日
）

１５

初 地
方
創
生
総
合
戦
略
検
証
会
議

初
山
別
稲
荷
神
社
祭

内
の
天
文
愛
好
者
、
通
称
：
星
見
人
（
ほ

し
み
す
と
）
が
一
堂
に
会
す
る
星
見
人
の
会

が
、
初
め
て
し
ょ
さ
ん
べ
つ
天

文
台
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
残
念
な
が
ら
天
体

観
測
に
向
か
な
い
大
雨
。し
ょ

さ
ん
べ
つ
天
文
台
の
黒
田
技

師
長
の
苦
笑
し
な
が
ら
の
「
本

日
は
非
常
に
お
日
柄
も
良

く
」と
い
う
挨
拶
で
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
会
の
内
容
は
、
生
講
演
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

等
と
豪
華
な
も
の
。ま
ず
「
巨
人
の
星
特
定
小
委

員
会
レ
ポ
ー
ト
」
が
講
演
さ
れ
、
作
成
者
本
人

で
あ
る
大
水
秀
之
氏
は
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

奮
闘
ぶ
り
を
、
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。来

場
者
は
講
演
に
聞
き
入
り
、
時
に
会
場
か
ら
笑

い
が
起
こ
り
ま
し
た
。
　
ま
た
、「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
」

の
お
二
人
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
星
や
自
然
を

テ
ー
マ
と
し
た
美
し
い
曲
に
、

来
場
者
は
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
で
、

会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。（
７
月
２
日
）

道 北
海
道
星
見
人
（
ほ
し
み
す
と
）
の

会
２
０
１
６



韻

内
単
身
者
を
対
象
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
テ
ィ
（
通
称
：
コ
ミ
パ
）
が
初
山
別
学
園
に
て

開
か
れ
ま
し
た
。当
日
は
約
　
人
が
参
加
し
、
バ
ー
ベ

５０

キ
ュ
ー
や
チ
ー
ム
対
抗
の
ゲ
ー
ム
（
お
題
の
ポ
ー
ズ
を

い
か
に
早
く
作
れ
る
か
を
競
う

供
組
体
操
僑）
を
通
し
て
普
段
あ

ま
り
接
点
の
無
い
人
と
の
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
初
山
別
村
で
単
身
者
対
象
の

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ

る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
の
こ

と
で
す
。（
７
月
　
日
）　

１６

村

場
内
の
テ
ン
ト
で
は
、
園
生
の
製
作
に
よ

る
手
芸
品
・
木
工
品
の
即
売
が
行
わ
れ
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
子

ど
も
達
が
射
的
や
く
じ
、

モ
グ
ラ
た
た
き
な
ど
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
お
祭
り

ら
し
く
た
こ
焼
き
・
か
き

氷
な
ど
の
屋
台
が
出
店
し
、

多
く
の
学
園
生
や
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
時
折
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
会
場
は
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

（
７
月
２
日
）

会 初
山
別
学
園
・
風
連
別
学
園
合

同
学
園
祭

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
第
　
回
目
と
な
る

４１

「
寿
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」（
初

山
別
村
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
が
始
ま
る
前
に
は
、
現

在
研
修
中
の
旭
川
医
科
大
学
の

学
生
た
ち
に
よ
る
「
血
圧
測
定
」

の
コ
ー
ナ
ー
が
も
う
け
ら
れ
、

参
加
者
は
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
目
玉
競
技
は
新
競
技
の
「
借
り
人
競
争
」

「
仮
装
競
争
」。仮
装
競
争

で
は
、
女
学
生
や
サ
ン
タ

さ
ん
な
ど
の
衣
装
に
着
替

え
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
姿

に
、
会
場
か
ら「
か

わ
い
い
」「
似
合
っ

て
る
」
な
ど
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
途
中
、
保
育
園

児
が
応
援
に
駆
け

つ
け
、
一
緒
に
玉

入
れ
に
挑
戦
す
る

場
面
も
見
ら
れ
、

交
流
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

（
７
月
　
日
）

２８

村 寿
ス
ポ
ー
ツ
大
会

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
 コ
ミ
パ

●７月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

初山別地区市街地道路清掃
豊岬海水浴場清掃
初山別学園・風連別学園合同学園祭
北海道星見人の会２０１６

２松

星空観察会８晶

第２４回参議院議員通常選挙１０掌

初山別稲荷神社宵宮祭
商工会青年部ビアガーデン

１１捷

初山別稲荷神社本祭１２昇

初山別稲荷神社後祭
ほしっこくらぶ

１３昭

初山別村地方創生総合戦略検証会議１５晶

SHOSANBETSUコミパ１６松

反核平和の火リレー　来村１９昇

寿スポーツ大会２８昭

山
別
郵
便
局
の
職
員
　
名
が

１０

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
と

し
て
、
旧
田
川
商
店
前
か
ら
役
場

庁
舎
前
ま
で
の
、
歩
道
の
ゴ
ミ
拾

い
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。お
か

げ
で
歩
道
は
き
れ
い
に
な
り
、
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
そ
う
で
す
。初

山
別
郵
便
局
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
写
真
は
役
場
庁
舎
前
で
の
ゴ
ミ
拾
い
の
様
子
で
す
。

（
７
月
　
日
）

２３

初 初
山
別
郵
便
局
道
路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
 ィ
 ア



日
限
り
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

（
初
山
別
村
商
工
会
青
年

部
主
催
）が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
商
工
会
の
屋
台
の

他
、
綿
飴
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

な
ど
の
出
店
が
並
び
、
仕
事
や

学
校
の
後
に
多
く
の
人
が
集
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
語
ら
い
の
時
間
は
ス

タ
ッ
フ
の
「
終
了
時
間
で
す
」
の
声
が
か
か
る
ま
で
続
き

ま
し
た
。
ビ
ー
ル
や
お
つ
ま
み
を
片
手
に
、
皆
さ
ん
は

何
を
語
り
ま
し
た
か
？
（
７
月
　
日
）

１１

吋

 
月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
み
ず
あ
そ
び
　
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
　
日
）

１３

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
７
月
号
」

一

次
回
、
８
月
　
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

１０

ぶ
」
は
、

　
☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
☆
よ
み
き
か
せ
　
の
予
定
で
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

の
交
通
安
全
運
動
の
始
ま
り
に
あ
わ
せ
、
役
場

庁
舎
前
に
村
の
方
が
並
び
、
黄
色
い
「
交
通
安

全
」
の
旗
と
た
す
き
で
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
イ
ダ
ー
の
方
に
対
し
、

「
荷
物
が
落
ち
な
い
よ
う
ネ
ッ
ト

が
か
か
っ
て
い
る
か
」
な
ど
の
点
検

も
実
施
し
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
皆
様
、
車
の
運
転
に
は
十
分
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。（
７
月
　
日
）

１５

夏

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
、
初
山
別
地
区
市
街

地
の
道
路
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
各
町
内
会
毎
で
声
を
掛
け
合
い
、
お
年
寄
り

か
ら
小
さ
な
子
ど
も
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
村
は
ゴ
ミ
や
道
路
脇
の
雑
草

等
を
取
り
除
か
れ
、
と
て
も
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
７
月
２
日
）

村 初
山
別
市
街
地
清
掃

開
き
前
の
豊
岬
海
水
浴
場
の

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。海

岸
の
漂
着
物
を
焼
く
煙
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
、
多
く
の
村
の
方
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

自
衛
隊
留
萌
駐
屯
地
の
皆
様
が
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
７
月
２
日
）

海 豊
岬
海
水
浴
場
清
掃

村
民
総
監
視

夕
涼
み
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
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「多世代交流拠点施設」のすがた ～繋小屋の役割～

★新たな出会いを生み出す場
　協力隊として２年以上を過ごし、私がよく受けるようになった相談は「誰か手

伝ってくれる人はいないか」というもの。よろず屋的な存在は良し悪しですが、従

来の人伝の枠を超えて私達にお声かけ下さるという事実から感じるのは、人手不足

の現状とともに人の交流を拡げることの必要性です。

　私達は初めて初山別に住む人間ばかり。様々なコミュニティや人と（恐いもの知

らずで？）比較的かかわっていきやすく、新たな出会いやコミュニティを作るには

良い立場。私達が多世代交流を目指すことがそこにあります。新たな出会いによっ

て人が少なくなっていることを感じさせない明るい地域にしたい、繋小屋は様々な

目的で訪れる人の顔が見え、交流が生まれるような施設にしたい。これが繋小屋に

最も抱かせたいと考えている役割です。

　６月号・７月号でも触れてきた、多世代交流拠点施設「繋小屋（つなごや）」

のこと。今回は、繋小屋を通じた「多世代交流」について書き綴りたいと思い

ます。【佐古】

★子供達が集う場
　６月に小・中・保育所の運動会を観た時、子供の晴

れ舞台を観に三世代、近隣の町からも家族親戚が大集

合していたことに驚きました。

　子供達が生き生きしている様子を見ると誰もが元気

になりますよね。現時点では繋小屋で自学塾を開く計

画をしていますが、これに限らず繋小屋は、子供達が

来やすい施設にしたいのです。逆に子供達が地元の一

人でも多くの方と間近でふれ合うことで、地元愛が育

まれていくと良いなと思うのです。

★思いをカタチにできる場
　何かをやろうとする時に最低限必要なことは、仲間づ

くりと場所。まずは誰もが「こんなことができないか」

という思いを、繋小屋のスタッフや来館者へ気軽に楽し

くお話できる環境を作りたい。コンパクトな施設の繋小

屋を自由に使って催しや展示、物販、会合、カフェの１

日シェフ等々、様々な活動が実践できる拠点になること

を願っています。８／１５～２５の旧豊岬小中学校のイベン

トも、繋小屋の活用を見据えながら企画していますので、

ぜひお越しを！

　僕は京都から来ました。この時期の京都は盆地のせいで蒸し暑く、晩は

クーラー無しでは眠れません。晴れると当然のように気温が３０℃ を超える

し、本当に「ゆるくない」です。観光で訪れるなら秋口をお勧めします。旅

費さえ出していただけるなら、僕が一緒に行って色々な場所へご案内いたし

ますので、ご予定のある方はぜひお申し付けください。初山別の夏はどうな

のだろう。ここへ来て、初めて経験する、雪の降る４月を過ごしている間、

ずっと期待していました。夏は涼しくて快適なんだろうなあ。　４か月経っ

て夏になったのですが、みなさん、暑いですね。気温だけみるとそうでもな

いのに、なぜか暑いとしか感じません。日差しのせいか、夏は暑いという思

い込みのせいか、身体が村の気候に馴染んだからなのか、元々住んでいる人

たちと一緒になって、この夏の暑さを感じています。　とはいえ、誰にきいて

も「ここの夏は短い」みたいなので、嫌なものとしてではなく、貴重なもの

なのだと実感しながら毎日楽しく過ごしています。【村﨑】

　皆さんこんにちは。僕は本の普及活動をやっており、本に普段から親しんでいます。

８月１５日から２５日の豊岬小学校でのイベントでも古本を提供する

予定ですし、協力隊の事務所に来て下されば、いつでも皆さんの

ご希望を聴いて、おすすめの本を紹介します。

　読書会も協力隊で開催しております。読んでいる本を紹介して

みたい方、他の方の読んだ本について知りたい方、読書が好きな

方なら誰でも歓迎します。いつでも津村までご連絡ください。

　今回は「夢をかなえるゾウ」からよいアイデアを皆さんにお伝えしたいと思います。

　煙食事は腹八分目におさえる

　煙会った人を笑わせる

　煙夢を楽しく想像する　　以上の３つです。皆さんも夢がかなうかもしれないゾウ。【津村】



宇

 

・
初
山
別
村
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
７
月
か
ら
、
生
ご
み
の
指

定
ご
み
袋
に
３
リ
ッ
ト
ル
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
議
会
は
、
次
の
意
見
書

案
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁

へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
者

　
　
水
門
　
博
雄
　
議
員

　
賛
成
者

　
　
髙
場
志
津
子
　
議
員

　
賛
成
者

　
　
三
谷
　
博
子
　
議
員

 一
　
般
　
会
　
計
 

◇
１
０
０
２
万
４
千
円
を
追

加
し
、
総
額
　
億
２
２
０
２

２１

万
６
千
円
に
。

  主
な
内
容
 

・
ム
ラ
カ
フ
ェ
駐
車
場
整
備

工
事
請
負
費

４
９
９
万
円
を
追
加

・
し
ょ
さ
ん
べ
つ
コ
ミ
パ
実

行
委
員
会
補
助
金
　
万
円
を
追
加

２０

・
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金

３
０
０
万
円
を
追
加

・
民
間
保
育
利
用
料
助
成
金

４
５
０
万
円
を
追
加

※
満
３
歳
に
達
し
な
い
子
が

村
内
の
民
間
保
育
施
設
を
利

用
す
る
場
合
、
保
護
者
に
対

し
月
額
５
万
円
を
限
度
に
助

成
し
ま
す
。（
※
Ｎ
Ｐ
０
法

人
恵
留
夢
が
民
間
保
育
所
を

運
営
し
ま
す
。）

・
診
療
所
管
理
用
備
品
購
入

費
　
１
２
０
３
万
１
千
円
を

追
加

  主
な
質
疑
 

垢
　
し
ょ
さ
ん
べ
つ
コ
ミ
パ

の
内
容
は
。

茅
　
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

婚
活
事
業
の
一
環
と
し
て
、

ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
る
。

  国
民
健
康
保
険
特
会
 

◇
２
５
０
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
３
億
５
１
０
０
万
円
に
。

（
※
関
連
８
Ｐ
下
段
参
照
）

　
・
一
般
会
計
繰
入
金

２
５
０
０
万
円
を
追
加

  簡
易
水
道
特
会
 

◇
１
２
８
万
１
千
円
を
追
加

し
、
２
億
３
２
３
８
万
１
千

円
に
。

  農
業
集
落
排
水
特
会
 

◇
　
万
２
千
円
を
追
加
し
、

３０
１
億
６
１
５
０
万
２
千
円
に
。

◆
第
３
回
臨
時
会

（
５
月
　
日
）

２４

〇
初
山
別
村
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

  主
な
内
容
 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

等
を
次
の
と
お
り
改
正
。

・
限
度
額
　
万
円
→
　
万
円

８５

８９

・
均
等
割
（
１
世
帯
当
た
り
）

　
　
３
万
１
千
４
百
円

→
３
万
７
千
２
百
円

・
平
等
割
（
１
人
当
た
り
）

　
　
４
万
３
百
円

→
４
万
７
千
９
百
円

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

◇
７
６
０
万
２
千
円
を
追
加

し
、
総
額
　
億
１
２
０
０
万

２１

２
千
円
に
。

・
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金

７
５
０
０
万
円
を
追
加

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
長
提
出
の
議
案
は
、
条
例
の

１４

改
正
１
件
外
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
計
９
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書
案
は
、
１
件
の
提
出
が
あ
り
、
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
髙
場
議
員
が
「
就
学
前
乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
策
の
向
上
」
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

条
　

　

　

例
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村
長
は
就
学
前
乳
幼
児
の

支
援
策
と
し
て
、
３
歳
以
上

は
村
立
ふ
じ
み
保
育
所
、
０

歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
は
民
間

施
設
を
活
用
し
た
村
と
民
間

の
棲
み
分
け
で
の
保
育
環
境

の
整
備
を
図
る
方
針
を
示
し

た
。
村
と
民
間
と
の
棲
み
分

け
に
よ
る
保
育
体
制
の
あ
り

方
や
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

①
保
育
所
と
民
間
施
設
の
運

動
会
、
お
遊
戯
会
の
行
事
等
、

相
互
の
連
携
・
協
力
体
制
を

ど
う
考
え
る
か
。

村
長
 従
来
の
受
け
入
れ
態

勢
を
拡
充
す
る
方
向
で
検
討

し
て
き
た
。
村
が
０
歳
児
か

ら
カ
バ
ー
す
る
可
能
性
の
有

無
や
民
間
の
活
用
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
観
点
か
ら
子
育
て
支

援
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、

そ
の
上
で
議
会
の
理
解
を
頂

き
、
母
の
会
等
の
意
向
を
受

け
民
間
活
用
の
道
を
探
り
、

開
設
に
向
け
利
用
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。
同
じ
児

童
福
祉
施
設
と
し
て
当
然
連

携
し
て
い
く
。
行
事
に
限
ら

ず
安
全
性
を
十
分
考
慮
し
た

上
で
支
援
等
を
検
討
し
た
い
。

議
員
 保
育
の
棲
み
分
け
方

式
導
入
は
少
し
急
ぎ
過
ぎ
た

の
で
は
。
こ
の
間
、
待
機
児

童
が
出
た
り
保
育
所
が
広
く

な
っ
た
の
に
ど
う
し
て
と
い

う
村
民
の
不
信
、
不
安
を
ど

う
思
う
か
。

村
長
 村
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
基
づ
き
地
域

全
体
で
支
援
す
る
環
境
を
早

く
整
え
る
必
要
が
あ
り
進
め

て
き
た
。

議
員
 運
動
会
等
や
集
団
保

育
的
な
も
の
は
一
緒
に
行
う

と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。

村
長
 行
事
に
拘
わ
ら
ず
、

出
来
る
こ
と
か
ら
連
携
し
て

い
く
。

②
年
度
途
中
に
満
３
歳
に
な

る
幼
児
の
保
育
所
入
所
を
受

け
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
保
育
体
制
か
ら
後
退
す
る

と
考
え
る
が
。

村
長
 保
育
所
、
民
間
施
設

と
も
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

あ
る
。
年
度
途
中
の
異
動
は

そ
の
実
施
に
多
少
の
食
い
違

い
が
予
想
さ
れ
る
。
０
～
２

歳
児
は
家
庭
的
環
境
の
中
で
、

３
～
５
歳
児
は
集
団
保
育
を

体
験
し
小
学
校
へ
向
け
た
準

備
段
階
と
し
て
位
置
付
け
、

途
中
入
所
は
受
け
な
い
考
え
。

議
員
 今
ま
で
３
歳
に
な
れ

ば
保
育
所
に
入
っ
て
い
た
。

３
歳
児
の
途
中
入
所
は
、
柔

軟
な
対
応
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

村
長
 民
間
保
育
が
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
、
村
の
保
育
全

体
が
変
わ
る
。
全
体
的
な
子

育
て
環
境
を
整
え
る
中
で
村

の
考
え
方
も
あ
る
と
い
う
理

解
も
必
要
か
と
思
う
。

③
入
所
定
員
　
人
の
保
育
所

４０

に
園
児
　
人
し
か
入
所
し
て

１７

い
な
い
。
保
育
士
５
人
、
サ

ポ
ー
タ
ー
６
人
お
り
、
延
長

保
育
等
の
対
応
は
可
能
と
思

う
。
働
く
保
護
者
の
就
労
支

援
向
上
と
そ
の
子
達
の
安
全

な
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
延

長
保
育
と
休
み
期
間
の
短
縮

を
検
討
さ
れ
て
は
。

村
長
 延
長
保
育
は
、
保
護

者
の
意
向
を
調
査
し
検
討
を

進
め
る
。
休
み
期
間
の
短
縮

は
、
今
後
も
保
護
者
の
意
向

を
く
み
取
り
な
が
ら
保
育
を

行
い
た
い
。

議
員
 子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
、
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
の
子
育
て

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
観
点

か
ら
今
後
の
延
長
保
育
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
。

村
長
 新
し
い
体
制
が
出
来

つ
つ
あ
る
の
で
、
拡
充
で
き

る
こ
と
は
あ
る
と
思
う
。
民

間
施
設
開
設
後
、
保
護
者
の

意
見
を
聞
い
た
中
で
進
め
た

い
。

④
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
育
児
相
談
等
に

よ
る
子
育
て
支
援
向
上
を
図

る
た
め
、
保
育
所
に
子
育
て

支
援
員
を
配
置
し
て
は
。

村
長
 資
格
取
得
者
が
無
く
、

早
期
配
置
は
難
し
い
。
現
在

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
 な
ぜ
、
支
援
員
が
必

要
か
と
い
う
と
、
保
育
所
の

職
員
室
は
広
く
な
り
、
デ
ス

ク
一
つ
置
い
て
相
談
を
受
け

た
り
、
保
育
所
と
民
間
施
設

を
つ
な
ぐ
役
割
も
出
来
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お

願
い
や
保
護
者
と
村
を
つ
な

ぐ
立
場
に
あ
れ
ば
子
育
て
支

援
は
向
上
す
る
の
で
は
。

村
長
 良
い
取
り
組
み
が
出

来
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
色

ん
な
方
法
の
中
で
初
山
別
村

ら
し
い
方
法
で
保
育
環
境
を

高
め
て
行
き
た
い
。

⑤
地
域
全
体
で
子
育
て
支
援

に
取
り
組
む
機
運
を
醸
成
し

て
い
く
た
め
に
も
、
村
長
と

保
護
者
等
が
意
見
交
換
す
る

場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

烏

一

般

質

問

Ｑ　保育所と民間施設の

　　　　　　　連携・協力体制は

Ａ　安全性を考慮し支援等検討する

髙場志津子 議員

就
学
前
乳
幼
児
の
子
育
て

支
援
策
の
向
上
に
つ
い
て

宮本　村長

議会だ よ り



羽

村
長
 あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
住
民
の
意
見
に
耳
を
傾

け
、
住
民
の
心
に
寄
り
添
う

村
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

議
員
 村
長
が
、
じ
っ
く
り

子
育
て
世
代
の
方
達
と
話
し

合
う
こ
と
も
少
な
い
の
で
、

早
期
に
対
話
の
機
会
を
設
け

て
は
ど
う
か
。

村
長
 皆
さ
ま
の
声
を
聞
く

機
会
が
あ
え
ば
出
向
き
た
い
。

色
ん
な
声
を
反
映
す
る
た
め

の
場
面
は
望
む
と
こ
ろ
。

議
員
 村
で
対
話
の
機
会
を

設
け
る
か
。

村
長
 私
が
何
か
の
場
面
に

出
向
い
て
も
良
い
し
、
是
非

機
会
を
作
り
た
い
。

議
員
 出
前
講
座
を
要
望
し

た
い
が
如
何
か
。

村
長
 出
前
講
座
と
い
う
よ

り
も
方
法
は
色
々
あ
る
の
で

前
向
き
に
考
え
る
。

 

 

 

　
平
成
　
年
度
定
期
監
査
を

２８

６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
実

２０

２４

施
。
　
監
査
委
員
　
野
村
　
英
雄

　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

　
平
成
　
年
度
分
に
係
る
財

２７

務
に
関
す
る
事
務
及
び
一
般

事
務
。

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並

び
に
関
係
書
類
の
閲
覧
及
び

担
当
者
か
ら
の
説
明
を
求
め

た
。

３
　
監
査
結
果
所
見

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び

必
要
と
認
め
る
一
般
事
務
は

良
好
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

事
業
の
執
行
も
適
正
と
認
め

る
。
 

　
６
月
２
日
開
催
さ
れ
た
議

会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

村
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
財
政
運
営
の
状
況
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

１
　
医
療
費
の
上
昇
に
よ
り
、

基
金
（
貯
金
）
が
残
り
少

な
く
、
医
療
費
の
支
払
い

が
困
難
に
な
る
。

２
　
平
成
　
年
度
は
、
一
般

２８

会
計
か
ら
の
補
填
で
対
応

す
る
。

３
　
危
機
的
状
況
は
、
平
成

　
年
度
以
降
も
続
く
見
込

２９み
。

４
　
今
後
の
財
政
運
営
は

　
①
 一
般
会
計
か
ら
の
補
填

　
②
 国
保
税
の
引
き
上
げ

　
③
 ①
と
②
の
組
み
合
わ
せ

　
を
検
討
す
る
と
の
内
容
で

し
た
。

　
村
の
医
療
費
（
平
成
　
年
２６

度
）
は
、
一
人
当
た
り
約
　５６

万
円
と
高
く
、
４
年
連
続
で

全
道
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ふじみ保育所の様子

定
期
監
査
報
告

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会会

　
道
内
の
町
村
議
会
議

員
等
約
１
５
０
０
名
が

参
加
し
た
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
本
村
議

員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
２
名
の
講

師
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り

や
日
本
の
今
後
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

副村長室にて講評

と
　
き
　
平
成
　
年
７
月
５
日

２８

と
こ
ろ
　
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
ひ
と
を
動
か
し
、

　
　
　
　
ま
ち
を
動
か
す
」

 立
正
大
学
客
員
教
授

高
野
　
誠
鮮
 氏

「
日
本
の
行
方

　
　
　
政
局
・
政
治
展
望
」

 東
京
新
聞
・
中
日
新
聞

 論
説
副
主
幹
 
長
谷
川
幸
洋
 氏

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
が
危
機
的
状
況

議会だ よ り



迂

熊
本
へ
義
援
金

　
初
山
別
村
議
会
議
員
会
で

は
、
本
年
４
月
　
日
以
降
の

１４

一
連
の
地
震
災
害
に
際
し
ま

し
て
、
５
月
　
日
に
義
援
金

３０

を
送
り
ま
し
た
。

　
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た

方
に
渡
さ
れ
ま
す
。

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま

し
た
全
て
の
方
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
日
も
早
い
復
旧
、
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

初
山
別
村
議
会

議　　会　　の　　う　　ご　　き

第２回定例会（議長外議員全員）１４５　　月

例月出納検査（監査委員）１７留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・増毛町）

１３ 札幌初山別会「ふるさと懇親の集い」（議長・札幌市）１９初山別村交通安全推進委員会総会（副議長）

定期監査（監査委員・２４日迄５日間）
２０

初山別村防犯協会総会（副議長）

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）初山別村消防団春季消防演習（議長外議員全員）１４

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２１例月出納検査（監査委員）
１９

留萌駐屯地創立記念式典（議長・留萌市）２６管内町村等監査委員協議会総会（監査委員・苫前町）

留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）２８第３回臨時会（議長外議員全員）２４

７　　月北留萌消防組合議会臨時会（土門議員・羽幌町）３０

工藤敏郎氏「旭日小綬章」を祝う会（議長・羽幌町）１６　　月

北海道町村議会議員研修会（議長外議員多数・札幌市）5・6議会運営委員会（委員長外委員全員・議長）
２

議会報発行特別委員会（委員長外委員多数）１５議会全員協議会（議長外議員全員）

しょさんべつコミパ（議長）１６初山別村合同大運動会（議長外議員多数）５

例月出納検査（監査委員）２２北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）
９

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監査委員・8/2迄5日間）２５留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）

寿スポーツ大会（議長外議員多数）２８共和町内会創立５０周年記念祝賀会（議長）１２

がんばれ熊本 ！！

　　がんばれ九州 ！！

会
議
録
な
ど
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議

会
の
議
決
の
状
況
や
審

議
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

が
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
会
議
録
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
緯
　
・
２
２
１
１

６７

議
会
を

　
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

　
　
　
９
月
で
す

議会だ よ り



雨

　
５
月
実
施
の
特
定
健
診
の
結
果
が

返
却
さ
れ
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
た

か
？

　
初
山
別
村
で
は
、
血
圧
・
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
血
糖
値
が
高
い
方
が
目

立
ち
ま
す
。

　
今
回
は
、
血
糖
値
が
高
く
な
る
糖

尿
病
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
食
べ
物
を
食
べ
る
と
、
血
液
の
中

の
糖
分
（
ブ
ド
ウ
糖
）
が
上
昇
し
ま

す
。
そ
れ
を
、
膵
臓
か
ら
出
る
イ
ン

ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
で
下
げ
ま

す
。
し
か
し
、
取
り
込
む
糖
分
が
多

い
と
膵
臓
か
ら
出
る
イ
ン
ス
リ
ン
が

間
に
合
わ
な
く
な
り
高
血
糖
の
状
態

が
続
き
ま
す
。

　
高
血
糖
を
放
置
す
る
と
、
血
管
や

神
経
が
次
第
に
傷
み
、
重
い
合
併
症

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

高
血
糖
を
放
置
す
る
と
、
は
じ
め
は
、

無
症
状
で
す
が
、
次
の
合
併
症
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

毅
糖
尿
病
網
膜
症

　
目
の
毛
細
血
管
に
異
常
が
生
じ
、

眼
底
出
血
を
起
こ
す
こ
と
で
網
膜
剥

離
な
ど
に
至
る
病
気
。
ひ
ど
い
場
合

は
失
明
し
ま
す
。

毅
糖
尿
病
神
経
障
害

　
自
律
神
経
や
末
梢
神
経
に
異
常
が

生
じ
、
便
秘
、
下
痢
、
手
足
の
し
び

れ
、
立
ち
く
ら
み
な
ど
様
々
な
症
状

を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
足
先
の
血
流
が
悪
く
な
り
壊
死
を

起
こ
し
た
結
果
、
足
を
切
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

毅
糖
尿
病
腎
症

　
腎
臓
の
毛
細
血
管
に
障
害
が
生
じ

る
こ
と
で
、
ろ
過
機
能
が
低
下
し
、

有
害
物
質
が
体
内
に
留
ま
っ
て
し
ま

う
病
気
で
す
。
悪
化
す
る
と
人
工
透

析
（
週
３
回
程
度
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

毅
動
脈
硬
化
か
ら
心
筋
梗
塞
・

脳
梗
塞

　
高
血
糖
の
状
態
が
長
引
く
と
、
血

管
は
次
第
に
傷
ん
で
も
ろ
く
な
り
ま

す
。
心
臓
の
血
管
が
動
脈
硬
化
を
起

こ
し
、
血
管
が
詰
ま
っ
て
血
流
が
遮

断
さ
れ
る
と
、
心
臓
が
壊
死
を
起
こ

し
ま
す
。
脳
の
血
管
で
起
こ
れ
ば
、

そ
の
先
に
酸
素
や
栄
養
が
届
か
な
く

な
り
脳
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
村
や
職
場
、
病
院
等

で
、
血
糖
値
を
測
定
す
る
事
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
血
糖
値
は
主
に
２
つ

の
項
目
を
測
定
し
ま
す
。
一
つ
目
は
、

血
糖
値
で
す
。
食
事
を
取
ら
な
い
状

態
で
測
定
し
た
場
合
を
空
腹
時
血
糖

と
い
い
、
適
正
値
は
１
０
０
未
満
で

す
。
１
０
０
以
上
１
２
６
未
満
は
保

健
指
導
が
必
要
な
値
、
１
２
６
以
上

は
治
療
が
必
要
な
値
で
す
。

　
二
つ
目
は
ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
）
で
す
。
こ
れ
は
血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
と
、
赤
血
球
に
含

ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
が
結
合
し
た
も
の
。
血
液
中

の
総
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
に
対
す
る
割

合
か
ら
、
過
去
１
～
２
ヶ
月
の
状
態

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
正
値

は
５
坩６
未
満
で
す
。
５
坩６
以
上
６

坩５
未
満
は
保
健
指
導
が
必
要
な
値
、

６
坩５
以
上
は
治
療
が
必
要
な
値
で

す
。

　
他
に
も
、
糖
尿
病
の
検
査
と
し
て

尿
糖
が
あ
り
ま
す
。
－
は
適
正
・
＋

－
は
要
注
意
・
＋
は
詳
し
い
検
査
が

必
要
で
す
。
ご
自
分
の
検
査
値
が
あ

る
場
合
は
今
一
度
、
結
果
を
確
認
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
次
回
は
糖
尿
病
に
つ
い
て
（
そ
の

２
）
予
防
・
改
善
法
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
すそ

の
１

糖
尿
病
に
つ
い
て



卯

噛
協
会
け
ん
ぽ
出
張
相
談
窓
口
を
閉

鎖
い
た
し
ま
す

　
こ
の
た
び
、
郵
送
に
よ
る
お
申
し

込
み
の
増
加
や
、
来
訪
者
の
減
少
な

ど
か
ら
検
討
い
た
し
ま
し
た
結
果
、

留
萌
年
金
事
務
所
内
の
協
会
け
ん
ぽ

出
張
相
談
窓
口
は
、
平
成
　
年
９
月

２８

　
日
を
も
っ
て
閉
鎖
い
た
し
ま
す
。

３０（
年
金
事
務
所
の
閉
鎖
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
）

　
協
会
け
ん
ぽ
で
は
す
べ
て
の
申
請

書
は
郵
送
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

（
申
請
書
は
、
お
電
話
に
よ
る
送
付

依
頼
、
ま
た
は
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
印
刷
が
可
能
で

す
。）

　
ご
質
問
・
ご
相
談
は
お
電
話
で
承

り
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

噛
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
か
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
お
薬
代
の
負

担
軽
減
や
健
康
保
険
財
政
の
改
善
に

つ
な
が
り
、
今
後
の
医
療
費
や
保
険

料
率
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
協
会
け
ん
ぽ
で
は
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
普
及
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
師
・
薬

剤
師
へ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処

方
に
つ
い
て
ご
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

噛
禁
煙
・
分
煙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
北
海
道
は
全
国
的
に
見
て
、
喫
煙

率
が
高
い
地
域
で
す
。
協
会
け
ん
ぽ

北
海
道
支
部
で
は
、
喫
煙
対
策
を
通

じ
て
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守

る
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
北
海
道
支
部

　
℡
０
１
１
倆
７
２
６
倆
０
３
５
２

 （
代
表
）

　
平
成
　
年
４
月
分
か
ら
平
成
　
年

２８

２９

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
６
埀２
６
０
円
で
す
。
保
険

料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ

る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、

書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納

付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務

（
※
）の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る

制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
留
萌
年
金
事
務
所
（
電
話

０
１
６
４
倆
４
３
倆
７
２
１
２
）
又

は
役
場
住
民
課
年
金
担
当
（
電
話
　
倆
６７

２
２
１
１
）
ま
で
ご
相
談
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
に
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う

配
偶
者
及
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

○
非
行
防
止
は
家
庭
か
ら
！

・
家
庭
は
最
も
身
近
な
社
会
で
す
。

社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら

せ
、
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
犯

罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
家

庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
や
情
報
モ
ラ

ル
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
兆
候
は
要
注
意
！

・
行
き
先
を
言
わ
ず
外
出
を
し
た
り
、

帰
宅
時
間
が
不
規
則
に
な
り
、
夜

遊
び
や
外
泊
が
多
く
な
っ
た
。

お
知
ら

お
知
ら
せせ

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

考
え
て
！
 大
切
な
自
分
の

未
来

～
非
行
少
年
を
生
ま
な
い
た
め
に
～

◆お詫びと訂正◆

　先月発行の広報７月号に脱字があり

ましたことについて、訂正しお詫び申

し上げます。

７ページ掲載「お知らせ」１行目

誤）

 民年金保険料免除等の申請について

正）

 国民年金保険料免除等の申請について



・
親
に
隠
れ
て
長
時
間
携
帯
電
話
を

利
用
し
た
り
、
知
ら
な
い
人
か
ら

メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

○
子
供
の
携
帯
電
話
に
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
！

・
子
供
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め

に
、
子
供
の
使
用
す
る
携
帯
電
話

に
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

制
限
で
き
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

利
用
す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
羽
幌
警
察
署

　
　
０
１
６
４
倆
　
倆
１
１
１
０

６２

　
地
域
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
道
民

の
財
産
で
あ
る
道
有
林
を
考
え
創
っ

て
行
く
た
め
現
地
検
討
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
今
年
は
今
後
　
年
間
の
整
備
管
理

１０

計
画
を
策
定
す
る
区
切
り
の
年
と
な

り
ま
す
の
で
、
道
有
林
の
具
体
的
な

整
備
方
法
な
ど
、
将
来
に
引
き
継
ぐ

森
づ
く
り
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
参
加
希
望
者
は
次
の
と
お
り
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鴨
開
 催
 日

　
平
成
　
年
９
月
　
日
　

２８

１３

（火）

鴨
時
　
　
間
　
９
：
　
～
　
：
　

００

１５

００

鴨
集
合
場
所

　
留
萌
振
興
局

　
　
１
階
１
０
２
会
議
室

鴨
現
地
検
討

　
小
平
町
、
増
毛
町
の
道
有
林
内

　
（
公
用
車
移
動
）

鴨
定
　
　
員
　
　
名
　

１２

◇
参
 加
 料
　
無
　
料

◇
申
込
期
限

　
平
成
　
年
９
月
５
日
　
ま
で

２８

（月）

◇
持
 ち
 物

長
靴
、
帽
子
、
手
袋
、
飲
み
物
、

雨
具
、
昼
食
は
各
自
で
手
配
願
い

ま
す
。

◇
雨
 天
 時

　
小
雨
は
決
行
し
ま
す
。

荒
天
の
場
合
は
室
内
検
討
と
な
り

ま
す
。

◇
申
込
方
法

電
話
（
申
込
時
に
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

◇
申
 込
 先

　
留
萌
振
興
局
　
森
林
室

　
　
森
林
整
備
課
　
担
当
／
須
藤

　
　
℡
０
１
６
４
倆
　
倆
８
３
９
４

４２

鵜

Ｋ
の
潜
入
記
⑥
～
Ｋ
の
広
報
ラ
イ
フ
～

　
こ
ん
に
ち
は
。「
写
真
は
数
撃
ち
ゃ
当
た

る
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
Ｋ
が
お
送
り
す
る
『
Ｋ

の
潜
入
記
』。
今
回
は
、
７
月
２
日
の
「
は

し
ご
取
材
」
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。休
日
は
遮
る
も
の
（
＝
役
場
庁
舎
で
の

事
務
仕
事
）
が
無
い
た
め
、
い
つ
も
よ
り

自
由
に
動
い
て
お
り
ま
す
。

　
午
前
８
時
半
。第
一
町
内
会
の
ゴ
ミ
拾

い
に
参
加
し
つ
つ
写
真
を
撮
り
ま
す
。中

に
は
「
広
報
に
専
念
し
ち
ゃ
え
ば
良
い

じ
ゃ
ん
。」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も

い
ま
す
が
、
な
ん
と
な
く
罪
悪
感
が
あ
る

と
い
う
理
由
で
参
加
。小
心
者
な
ん
で
す
。

　
午
前
　
時
、
初
山
別
・
風
連
別
学
園
へ

１０

向
か
う
予
定
が
、
ゴ
ミ
拾
い
の
切
れ
目
が

分
か
ら
ず
、
結
局
出
発
は
　
時
半
に
。

１０

「
去
年
は
こ
こ
の
お
手
伝
い
で
フ
レ
ン
チ

ド
ッ
グ
焦
が
し
た
な
～
」
と
思
い
出
に
浸

り
つ
つ
、　
分
で
園
内
を
め
ぐ
り
ま
す
。

１５

　
午
前
　
時
、
豊
岬
海
水
浴
場
へ
移
動
。

１１

写
真
を
何
枚
か
撮
り
、
カ
メ
ラ
を
砂
か
ら

守
り
つ
つ
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
。
う
っ
か
り
ゴ

ミ
袋
か
ら
拾
っ
た
ゴ
ミ
を
全
て
落
と
す
と

い
う
失
態
を
冒
す
も
、
無
事
に
終
了
。「
や

り
き
っ
た
感
」が
満
ち
ま
す
。

　
こ
こ
で
雨
が
降
っ
て
き
た
た
め
、「
学
園

の
取
材
を
済
ま
せ
て
お
い
て
良
か
っ
た
」
と

安
堵
す
る
Ｋ
。残
る
は
午
後
４
時
か
ら
の

天
文
台
の
イ
ベ
ン
ト
。砂
だ
ら
け
の
長
靴

を
洗
い
な
が
ら
、
天
体
観
測
は
大
丈
夫
な

の
か
と
ぼ
ん
や
り
考
え
つ
つ
、
次
の
取
材

に
備
え
ま
し
た
。

補
足
：
案
の
定
、
滝
の
よ
う
な
雨
に
。

「
地
域
住
民
と
創
る
道
有

林
」
の
開
催
に
つ
い
て

届いていますか？生活支援システム
　村では、登録された「携帯電話のメールアドレス」

へ情報配信を行っております。

「以前登録したのに自分だけメールが届かない」とい

う方は、以下のことが考えられます。今一度、ご確認

お願いいたします。

①申込み後にアドレスや携帯電話会社を変えた

☆解決方法：役場企画振興係まで、お名前と変更後の

アドレスをお伝え下さい。

②迷惑メールの設定をしている

☆解決方法：「宛先指定受信アドレス」に

　　　　　　jma-info@njwa.jpを追加してください。

　また、現在登録していない方の新規登録も、随時受

け付けております。

（配信内容例：通行止め情報・詐欺の注意喚起・診療

所の臨時休業のお知らせ・クマ出没情報・その他メー

ル配信が必要と判断されたものなど）

　ご希望の方は、いずれかの方法でお申し込みくださ

い。

①広報誌表紙のＱＲコードを読み取り、表示されるア

ドレスにお名前を添えてメールを送信する。

②アドレスを記入したメモなどを企画振興係まで持参

する。

【初山別村役場企画振興係】



窺

１．内科の予約の無い患者さまは９時３０分からの診察となります。

２．コンタクトレンズの処方は行っていませんのでご了承ください。

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

◎上記診療予定は変更となることもありますことを

ご了承ください。

お 誕 生

７／３　長　坂　 連 　 斗 （豊　岬）
れん と

（父：優太郎　母：めぐみ）

ご 結 婚

７／７　木　村　達　也（旭川市）

　　　　安　田　弥　生（初山別）

おくやみ

６／２７　木村　君子　８１歳（初山別）

７／８　赤木　玲一　８３歳（初山別）

７／２６　富樫　陽子　８０歳（初山別）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２８年９月分 外来診療体制】

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

○○－○○○－○○○内 科

８：００～１１：００留萌市立 高橋院長代行第４水曜日（２８日）午前中のみ　完全予約制循環器内科

８：００～１１：００重原医師予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１１：００
（電話予約できます）
（診察は１０：００から）

（担当　佐 尾々医長）－－－○－－－－－－消化器内科

（診察は１４：００から）重原医師予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１１：００札幌医大－○－○－○－○－○外 科

８：００～１１：００－○－○－○－○－○整 形 外 科

渡部整形外科
渡部院長

第２・４火曜日（１３日・２７日）午後
整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師
第１・２・４月曜日　午前・午後
（５日・１２日・２６日）

－○－○－○－○○○小 児 科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼科（完全予約制）

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（７日・２１日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１０：３０札幌医大より毎週木曜日　午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 小林講師月１回（紹介患者のみ）精 神 科

お
 知
 
ら
 せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ

ていただきます。

★緊急性のない軽傷の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え

ていただき、平日の診療時間内に受診されるようご協力願いま

す。（なお、病状などでご心配なときや、受診を希望される場合

は看護師がご相談を承りますので、まず電話でご相談ください。

ご相談の内容によって医師と相談し、すぐに受診いただいたほ

うがよいか判断させていただきます。）電話 ０１６４－６２－６０６０

ひ と の う ご き

～平成２８年７月末～

人口と世帯数
人口 １,２４５人 （△５人）
 男 ６０１人
 女 ６４４人
 世帯数 　５７２世帯 （△３世帯）

（　） は前月比



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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№
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丑

● 今月の主な行事予定 ●
（８／１０～９／９）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（８月号）
ほしっこくらぶ

１０昌

８

月

１１昭

１２晶

１３松

１４掌

戦没者追悼式１５捷

１６昇

１７昌

予防接種１８昭

粗大ごみ１９晶

２０松

２１掌

２２捷

２３昇

ほしっこくらぶ会場開放日２４昌

乳幼児健診２５昭

広報配布（お知らせ版）
破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）

２６晶

２７松

２８掌

２９捷

３０昇

３１昌

予防接種１昭

９

月

２晶

３松

４掌

５捷

６昇

７昌

敬老会８昭

広報しょさんべつ配布（９月号）９晶

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

　元 北留萌消防組合初山別村消防団 分団長の

長谷川壽氏に対し、７月１５日に伝達式が自然交

流センターにて挙行されました。

　長谷川氏は初山別村消防団第３分団長として、

長きにわたり消防・防

災活動に尽力された

経緯を持ちます。

　写真は、伝達式後

に村長並びにご家族

の方と撮影したもの

です。

瑞宝単光章叙勲伝達式

　６月２３日～７月２２日

の１ヶ月間、杉本孝雄

さん・明美さんご夫妻

（大阪府）が初山別村に

滞在していました。

　お二人は初山別での

暮らしについて、「有明のショートテニスに

参加させてもらったのが一番の思い出で、と

ても楽しかった。」「のどかな景色や環境がす

ばらしい。ぜひまた来たい。」とコメント。地

域に溶け込み、様々な村の方との交流を楽し

むことができたようです。杉本さん、初山別

へ来て下さりありがとうございました！

「ちょっと暮らし」の方が来ました

　３歳以下の子どもを預かる託児所として、「特

定非営利活動法人　家庭保育所えるむ」が旧初

山別診療所にて開所しました。

　三谷博子保育所長は「民間保育所の参入につ

いて議論が重ねられてきたが、今日こうして開所

の日を迎えることができた」と述べられました。

　通常の保育の他に、一時的な預かり保育も行う

ことも予定されており、女性が働きやすい環境に

なることが期待されております。

　この日、えるむは保護者向けの説明会を行い、

保育開始は７月１９日からとなっております。

（７月１５日）

家庭保育所えるむ開所式


